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手法を修得すると同時に、統計で得られた結果を図

や表としてまとめ、わかりやすく発表する技術を修

得する。「学習心理学」では、「動物と人間」「成熟と

学習」「遺伝と環境」といったさまざまな視点から、

環境と学習が人間形成や行動にいかに影響を与えて

いるかを学び、また条件づけ、洞察、観察といった基

本的な学習の仕方や、転移、忘却といった心理学の基

礎についても理解を深める。また、「臨床心理学」で

は来訪者中心療法、精神分析療法、家族療法、遊戯療

法、箱庭療法などのさまざまな療法を幅広く学び、他

に自閉症、不登校、心的外傷後ストレス障害などのこ

ころの病についても理解を深める。前述した「ビジネ

ス・スキル・アップ」では2・3年次生を対象に、講

師として招いた企業の総務・人事や営業・販売などの

担当者が、企業組織の構造と機能、職場の人間関係、

職務意欲や働きがいなど具体的な実態と今後の課題

等を講義し、社会人にふさわしいビジネスマインド

と実践力を養うなどがある。

平成13年度教員懇親会
開かれる

平成13年度教員懇親会が10月 30日午後5時から

三浦幸平メモリアルホールと第 3学生ホールで開か

れ、教員など200人余りが出席した。

メモリアルホールの第1部では、飯吉厚夫学長があ

いさつに立ち、まず本学が5学部17学科の総合大学

になったことを取り上げながら「グローバル社会に

対応して、中部大学を存在感のある大学にしなけれ

ばならない」とし、中部大学は2つの大きな情報を発

信したとして、アメリカの貿易センター崩壊につい

ての野中泰二郎教授の学説と国際関係学部のフォー

ラムを紹介し「総合化の一番大切なことは総合的に

考えていくこと、そのために先生方が学部学科の枠

を越えて話し合ったり、共同研究をしていただくこ

とが大切」と訴えた。そして、当日、新しい2つの学

科が認可されることを明らかにした。

この後、岩田幸二副学長が新任の3人の教員を紹介

して第1部を終えた。第2部は会場を第3学生ホール

に移して行われた。なお、当日の飯吉学長のあいさつ

は『ANTENNA』No.48に掲載の予定である。

第3回FDフォーラム
「私の授業作り」
大学教育研究センター

FD実施支援対策検討部会が開催

大学教育研究センター・FD実施支援対策検討部会

が主催するFDフォーラムは今回が3回目となり、本

学が実施するFD（Faculty Development）活動の一つと

して定着してきた感がある。これまで2回のメイン

テーマ「私の授業作り」に引き続き、9月26日開催の

第3回FDフォーラムでは「無気力・無意欲・学習効

果の上がっていない学生にどのように接しているか、

接しようと試みているか」という問題を共通テーマと

して取り上げて、平田豊講師（電子工学科）、寺澤朝子

講師（経営情報学科）、後藤英雄助教授（電気工学科）

の順にそれぞれ日頃の取り組みを披露していただい

た。参加者は、飯吉学長をはじめ岩田、山下両副学長

他74人を数え、盛況のうちに終了することができた。

ところで、FDフォーラム「私の授業作り」開催の

目的は、三浦真琴大学教育研究センター副センター

長が既に『三浦学園報』第340号で述べられている通

り、「密室状態にある大学の授業・教室を開放し、授

業改善のためのアイデア・意見交換を教員間で積極

教員懇親会会場
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的に行う」ことにある。今回の3人の発表者はいずれ

も若手の教育・研究者であり、前述の趣旨を踏まえ

て、最新のマルチメディアを活用した授業展開や発

表者個人の授業にとどまらず所属学部教員に対する

アンケート調査結果、さらには暗記に頼らず考える

ことの大切さを理解させる方法など示唆に富む事例

報告が行われた。ややもすると教員自身の授業公開

（たとえ事例報告であれ）が当該教員への授業批判や

あら探しに繋がりはしないかとの危惧を抱いていた

のは筆者一人ではなかったと思うが、これまで3回の

FDフォーラム「私の授業作り」を振り返って、これ

が学部・学科の枠を越えた教育上の共通の問題点や

悩みについて実質的な情報・意見交換の場となりつ

つある点はこの試みの大きな成果の一つではないか

と感じている。

終わりに、毎回参加者からは極めて熱心な提言や

要望を多数頂いている。これらは順次FDフォーラム

ニュースで取り上げるとともに、FD実施支援対策検

討部会の活動展開に有効に活用していきたいと考え

ている。

（FD実施支援対策検討部会員

大学助教授・機械工学科　水谷秀行）

応用生物学部
野口学部長、谷山教授が講演
（財）日比科学技術振興財団公開講演会

10月3日、財団法人日比科学技術振興財団主催（中

部大学共催）の公開講演会「食と環境―最近の話題」

がリサーチセンター2階会議室で開催され、財団関係

者、大学教職員、学生、一般市民など約80人が参加

した。

飯吉厚夫学長、宮田正臣日比科学技術振興財団事

務局長のあいさつに続いて、講演の第1部に入った。

ここでは野口忠応用生物学部長が「栄養学の現在―

分子栄養学の最近の話題―」と題した講演を行った。

20世紀後半に爆発的に発展した生物科学の恩恵を受

け、食生活と成長や健康の関係などが説明できるよ

うになってきたことなどを、専門の分子栄養学の視

点から、具体的な事例を挙げてスライドを利用して

解説した。

第2部では環境生物科学科の谷山鉄郎教授が「日本

の風土と地球環境を考える―地球環境保全から見た

日本の国土―」として、日本列島の気候の特徴や人間

と自然との関わりなどをビデオやスライドを用いて

説明した。

講演会終了後、懇親会が行われ、出席者から熱心に

質問が寄せられていた。

世界貿易センタービル群の崩壊の
真相に迫る

野中総合工学研究所長が講演

「世界貿易センターの北タワー、南タワーがテロに

よる攻撃で崩れ落ちるように崩壊し、続いて周辺の

ビル群も次々と倒れた原因として考えられるのは、

ビルそのものの構造と、コンプレックスの地下擁壁

ではないか」とする大学の野中泰二郎総合工学研究

FDフォーラムの3人の講師

野口忠学部長 谷山鉄郎教授


